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１．研究計画の概要 
大西洋北端域や南極周辺域で形成された

深層水が，深層循環によって世界の海に運ば
れ，そのおかげで，酸素の豊富な深海の環境
が作られ，海洋の水温上昇が抑えられ，現在
の気候が作られている。そうした重要な働き
をしている深層循環を，特に深層水が湧昇し
て南に戻っていく重要な海域であり，まだよ
くわかっていない北太平洋について明らか
にすることが，本研究の目的である。 

(1) 平成 16年と平成 17年に行った白鳳丸
KH-04-4 次航海と KH-05-4 次航海で取った
シャツキー海膨南西測線での CTDO2データ
と測流データを解析する。水塊の特性や地衡
流速・流量から，この測線を通過する深層循
環流の分布と流量を明らかにし，測流データ
により流速・流量の平均や時間変動を明らか
にする。 
 (2) 平成 19年に白鳳丸 KH-07-1次航海を
実施し，本州東方の 40qN線に係留系 7系を
設置し，CTDO2 観測を行う。平成 20 年に
KH-08-3 次航海を実施して係留系を回収し，
再度 CTDO2観測を行う。水温，塩分，溶存
酸素などのデータを解析し，地衡流速を計算
して水塊と深層循環の分布を明らかにする。 
 (3) 取得したデータの総合的な解析を行い，
北西太平洋海盆南部海域での深層循環を定
量的に解明する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 (1) 白鳳丸KH-05-4次航海で取ったシャツ
キー海膨南西測線での CTDO2による水温，
塩分，溶存酸素の較正等の処理を行い，断面
図の作成などの基礎的な解析の結果や観測

の概要をまとめたクルーズレポートを印刷
した。また，KH-04-4次航海のデータと併せ
て解析し，下部周極深層水を運びながら深層
下部を北上する深層循環流と，それがオーバ
ーターンして北太平洋深層水を運びながら
南に戻る深層上部の深層流の分布と流量を
論文にまとめ，Deep-Sea Researchに投稿し
て二度の改訂を終えた。さらに，係留系によ
る流速データにノイズの除去や流向の補正
を施して解析用のデータセットを作成し，そ
れらを解析して深層循環の流速・流量の時間
変動を明らかにし，論文の一次原稿を作成し
た。 
 (2) 平成 19年 5月 7日～6月 8日に白鳳丸
KH-07-1次航海を実施し，深層循環流が北上
する本州東方沖の 40qN 線に流速計と CTD
の係留系を 7系設置し，40qN，38qN，32.5qN
に沿って CTDO2観測を行った。平成 20 年
10月 7日～11月 7日に白鳳丸KH-08-3次航
海を実施し，KH-07-1次航海で設置した係留
系を回収し，40qN，146qE，143qEの各測線
で CTDO2観測を行った。塩分と溶存酸素の
センサーデータの較正や断面図の作成など
の基礎的解析を行い，KH-07-1次航海のクル
ーズレポートを印刷した。 
 (3) 本研究の成果と以前の成果を総合する
ことで，北西太平洋海盆に限らず太平洋全体
での深層循環の研究を進めている。本研究の
成果が，その重要部分を成している。 
 (4) その他，深層循環に関する研究を進め
た。測流データによるメラネシア海盆及び北
西太平洋海盆での深層流の論文，深層循環に
大きく影響する拡散係数を CTD データから
求める方法の論文，さらに，降下式音響ドッ
プラー流速計データによる流速算出方法の
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論文とそのデータによるメラネシア海盆及
び天皇海山列を通過する深層流の論文など
を発表した。 
 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 (1)のデータ解析と(2)の観測は，予定通りに
実施できている。(3)の総合的解析を北西太平
洋海盆だけでなく表中層を含めた太平洋循
環全体について行っていることと，(4)のよう
に深層循環に関する多くの論文を発表でき
たことで，当初の計画以上に進展していると
言える。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 シャツキー海膨南西測線での測流データ
の論文をできるだけ早く科学雑誌に投稿し，
40qN 線の測流データ，および北西太平洋海
盆での CTDO2データの解析に一層の力を入
れる。その成果を加えて太平洋海洋循環の理
解を深め，論文にまとめたい。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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